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に関する重点要望項目 

 文部科学省関係 
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１ 歯科医師の資質向上に資する歯学教育の充実 
及びキャリアパスの整備 

２ 歯科衛生士及び歯科技工士の人材確保 
及び養成校の支援 

高齢化に伴う疾病構造の変化や社会の歯科ニーズの
多様化に対応する観点から「歯学教育の充実」及び
「歯科医療職種の養成」に関し、以下を要望します。 
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２．歯科衛生士及び歯科技工士の人材確保及び 

    養成校の支援 
歯科医療職を目指す資質の高い人材の確保及び養成機関への支援に
向けた予算措置を求めます。 

１．歯科医師の資質向上に資する歯学教育の充実 
  及びキャリアパスの整備 （参考1～2） 

（１） 歯科大学・歯学部における教育体制の充実に向けた予算措置 
 高齢化の進展等に伴う多様な歯科医療ニーズ（在宅歯科医療、地域包括ケア、
社会歯科、スポーツ歯科、歯科法医学、革新的な歯科医療機器の開発・普及
等）に対応すべく、その教育体制の整備のため、講座の増設及び教員の補強等
を行うための予算措置を求めます。 

（２） より厳格な基準の下での共用試験や診療参加型臨床実習に 

おけるステップ毎での中間目標的なキャリアパスを設定する
等、歯学教育を一層充実するための支援を要望します。 
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厚生労働省資料を一部改変 
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③歯科医師としての必要な臨床能力の確保 

各ワーキンググループの議論を踏まえた検討の方向性（イメージ） 

①歯科医師の社会的需要を見据えた優れた入学者の確保  

②優れた歯科医師を養成する体系的な歯学教育の実施 
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    働き方・キャリアパスに関すること 

働きやすい環境の整備に関すること 

歯科医療の提供体制に関すること 

５合目 
（研修修了） 

超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る 

質
の
高
い
歯
科
医
師
の
輩
出 

他分野の 
進路変更等に
関すること 

専門的な知識
等を活用した
活躍や社会貢
献等に関する

こと 

参考２ 


